
要求管理ツール導入支援サービス

製品開発の要求管理にお困りではありませんか？

● 要求管理を適正に実施したい

● 仕様書のトレーサビリティーを確保したい

● 仕様変更時の影響範囲を把握したい

● 変更履歴を正確に把握したい

● 要求管理の最適化により開発の生産性と
　 品質が向上します

● 設計情報（履歴情報）のデータベースによる
　 一元管理

● 仕様書間のトレーサビリティーの確保

● 要求管理ツールの短期導入

お客様の課題 期待される効果

ご提供するサービス

IBMをお勧めする理由

ご参考価格

● 開発プロセスと連携した設計情報をRational DOORSで管理していくために、Rational DOORSデータ
　 ベースのインフォメーションアーキテクチャ（Information Architecture: IA)の構築を支援します

5日間 ： 150万円～
● 小規模グループ／試行導入から全社展開前のパイロットプロジェクト導入を想定したご参考価格です
● サービス価格については、お客様規模・カスタマイズレベルの内容に応じて個別見積もりとさせて
　 いただきます

● IBMの豊富な構築・運用経験に基づき、 Rational DOORSの利用環境を早期に実装できます

要求管理ツール「IBM® Rational® DOORS®」の導入をご支援します。 
IBMの豊富な構築・運用経験に基づき、要求管理ツール「Rational DOORS」の早期導入、展開をご支援します。

実装計画から、導入、管理者育成、エンドユーザーへの
展開まで、新しい開発プロセスの定着をご支援します。

要求管理ツールの導入
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より効率的なソフトウェア開発のための支援サービスと研修



要求管理ツール IBM Rational DOORS

IBM、IBMロゴ、ibm.com、Rational、DOORSは、世界の多くの国で登録された
International Business Machines Corp.の商標です。
他の製品名およびサービス名等は、それぞれIBMまたは各社の商標である
場合があります。現時点でのIBMの商標リストについては、
http://www.ibm.com/legal/copytrade.shtmlをご覧ください。
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●このカタログの情報は2009年11月現在のものです。仕様は予告なく変更される場合があります。
●記載のデータはIBM社内の調査に基づくものであり、全ての場合において同等の効果が得られる
ことを意味するものではありません。効果はお客様の環境その他の要因によって異なります。●製品、
サービスなどの詳細については、弊社もしくはビジネス・パートナーの営業担当員にご相談ください。

お問い合わせは、IBMビジネス・パートナー、製品販売店、弊社営業担当員、
または、ソフトウェア・ダイレクト（　  0120-450-260）へ。

受付時間：平日9時30分から17時30分まで（祝日、6/17、12 /30～1/3を除く）

Rational製品の情報は下記のウエブサイトでご覧ください
ibm.com/software/jp/rational

DOORS機能3つのキーポイント

1 情報の共有
クライアント・サーバー構成により最新の情
報を共有。

2 変更履歴
文章一文一文に対して変更履歴を保持。
いつ、誰が、どの情報をどのように変更したか
を記録。

3 トレーサビリティー
文書間の相互関係を文書の項目間で作成
してデータ化。要求から設計へのブレイクダ
ウンやテスト項目との関連をレビューかつ確
認が可能。

DOORS
データベース

試験仕様書仕様書

設計書

テストする

満足する

このようなことでお悩みではありませんか?
1. 設計や試験内容の法令準拠のエビデンスが必要
2. 要求と設計との間に、抜け・漏れが多く工数・コスト増
3. 要求の変更に際し,設計内容への影響が不明確
4. お客様が望んでいるものと製品との差異

導入メリット
1. トレーサビリティーを基に整合性の取れた設計,試験内容
2. 設計の抜け漏れの減少に伴う、手戻り工数の軽減
3. 要求変更時の設計内容などに対する影響の分析
4. 顧客要求製品の作成による、顧客満足度の向上
5. 製品品質の向上
6. 法規準拠に対するリファレンスとしての情報整備

実現できる機能
● 仕様書や設計書の最新の内容を一元管理し共有化
● 文章ごとの変更履歴の保持
● 文書の内容項目間のトレーサビリティーの確保
● WordやExcelで作成した既存文書のインポートとエクスポート
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